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防火設備の性能評価について

一般財団法人建材試験センター

性能評価本部

防火設備担当：柴澤、南、牧田

2025年度 JTCCMセミナー
性能評価の最新情報・基本運用

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

防火設備の性能評価(歴史的経緯)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

試験方法
(JIS A 1311)
【防火2級加熱】

(30分加熱)

(3)

2000年～1992年以前 1992年～

(1) (2)

試験方法
(JIS A 1311)
【耐火加熱】
(20分,60分)

試験方法
(業務方法書)
【耐火加熱】

(10分,20分,60分.120分)

2024年～

新たな評価
(遮熱性・遮煙性) 
【耐火加熱】

(要求性能10～180分)

(4)
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防火設備の性能評価(歴史的経緯)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

防火設備
加熱方法
→JIS A 1311【防火2級加熱】
各試験炉毎に「特性防火曲線」

判定基準
→遮炎性能
・裏面側の火炎・発炎・隙間など
(フラッシュでOUT)

→加熱時間
・30分(加熱温度のピークは9～10分)

1992年以前

防火設備の性能評価(歴史的経緯)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

試験方法
(JIS A 1311)
【防火2級加熱】

(30分加熱)

(3)

2000年～1992年以前 1992年～

(1) (2)

試験方法
(JIS A 1311)
【耐火加熱】
(20分,60分)

試験方法
(業務方法書)
【耐火加熱】

(10分,20分,60分.120分)

2024年～

新たな評価
(遮熱性・遮煙性) 
【耐火加熱】

(要求性能10～180分)

(4)
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試験体記号A1，A2，B1，B2，C1及びC2

凡 例

測定位置を別図1に示す。

防火設備の性能評価(歴史的経緯)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

加熱方法
→JIS A 1311【耐火加熱】

判定基準
→遮炎性能
・裏面側の発炎・隙間・亀裂・
著しい発煙

・衝撃試験(3キロの砂袋)
→加熱時間
・20分(乙種防火戸),60分(甲種防火戸)

1992年～1999年

20分 795℃
【甲種防火戸】

60分 925℃
【甲種防火戸】

防火設備の性能評価(歴史的経緯)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

試験方法
(JIS A 1311)
【防火2級加熱】

(30分加熱)

(3)

2000年～1992年以前 1992年～

(1) (2)

試験方法
(JIS A 1311)
【耐火加熱】
(20分,60分)

試験方法
(業務方法書)
【耐火加熱】

(10分,20分,60分.120分)

2024年～

新たな評価
(遮熱性・遮煙性) 

【耐火加熱】
(要求性能10～180分)

(4)
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加熱温度(12点)
加熱温度測定位置を別図1に示す。

試験体記号A2

凡 例

防火設備の性能評価(歴史的経緯)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

加熱方法
→ISO 834の加熱曲線【業務方法書】

判定基準
→遮炎性能
・裏面側の火炎・発炎・貫通など
(継続する火炎10秒)

→加熱時間
・20分(防火設備),60分(特定防火設備)
10～120分(防火設備)

ISOの加熱曲線

2000年～

20分 781℃
【防火設備】

60分 945℃
【特定防火設備】

防火設備(遮炎)の性能評価(最新情報1)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

試験方法
(JIS A 1311)
【防火2級加熱】

(30分加熱)

(3)

2000年～1992年以前 1992年～

(1) (2)

試験方法
(JIS A 1311)
【耐火加熱】
(20分,60分)

試験方法
(業務方法書)
【耐火加熱】

(20分,60分.10～120分)

2024年～

新たな評価
(遮熱性・遮煙性) 

【耐火加熱】
(要求性能10～180分)

(4)
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All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM). 9

防火設備(遮炎)の性能評価(最新情報1)

出典：国土交通省説明資料

2024年～

防火設備(遮炎)の性能評価(最新情報1)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

法 : 建築基準法

令 : 建築基準法施行令

2024年～
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防火設備(遮炎+遮煙)の性能評価(最新情報1)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

加熱方法
→ISO 834の加熱曲線【業務方法書】
判定基準
→遮炎性能(遮熱性能又は準遮熱性能)
・裏面側の火炎・発炎・亀裂等
・遮熱性能
・遮煙性能
→加熱時間
・要求遮熱時間＋要求遮熱時間の3倍放冷

2024年～ 建築基準法施行令第 108 条の３又は令第109 条の８(通
常の火災による火熱が※※分間加えられた場合に、加
熱面以外の面の温度が可燃物燃焼温度等以上に上昇し
ない防火設備)

要求遮熱時間(60分) 要求遮熱時間の3倍放冷

要求遮熱時間能60分の場合

判定基準
→遮炎性能
(1) 非加熱側へ10秒を超えて継続する火炎の噴出の有無
(2) 非加熱面で10秒を超えて継続する発炎の有無
(3) 火炎が通る亀裂等の損傷及び隙間の有無
→遮熱性能(遮熱性能の場合)
(4) 裏面温度上昇が平均で140Kを超えないこと
(5) 裏面温度及び枠等近傍温度の上昇が最高で180Kを
超えないこと

→遮煙性能
(6)作動装置の構造、操作、作動性能、閉鎖性能、耐
熱性能

(7)危害防止性能(①運動エネルギー、②圧迫荷重)
(8)遮煙性能
(9)避難性能

防火設備(遮炎+遮煙)の性能評価(最新情報1)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

2024年～ 建築基準法施行令第 108 条の３又は令第109 条の８(通常
の火災による火熱が●分間加えられた場合に、加熱面以外
の面の温度が可燃物燃焼温度等以上に上昇しない防火設備)
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●　平均裏面温度上昇測定位置(5箇所以上) ; 平均で140K以下　　　

□　最高裏面温度上昇測定位置(各1箇所以上) ; 最高で180K以下

■　枠等近傍の最高温度上昇測定位置(非裏面側へ50mm離した位置、各1箇所以上)  ; 最高で180K以下

注1)　□は、弱点部となる箇所には別途設置及び可動熱電対により測定を行う。

注2)  ●、□、■の測定位置は、試験体仕様に応じて変更を行うことができる。

注3)  　　　　　は、DW1,DW2が1200mm以上の場合に□及び■の測定箇所を追加する。

立面図　

単位　ｍｍ

50以内 50以内

100100
上枠

たて枠

遮熱性防火設備の場合（一例）

※

※　平均裏面温度上昇測定位置が召合部になる

　　 場合は、戸の端部から100mm離し、かつ錠前

　 　等の付属部品からは50mm離すこと。

     (●と□が重なる場合は兼用でもよい)
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防火設備(遮炎+遮煙)の性能評価(最新情報1)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

2024年～
建築基準法施行令第 108 条の３又は令第109 条の８(通常の火災による火熱
が 60分間加えられた場合に、加熱面以外の面の温度が可燃物燃焼温度等以
上に上昇しない防火設備)

要求遮熱時間
【火災継続予測時間】

又は
【特定区画通常火災継続時間】

申請者より要求時間を選択
例 60分

50分＜防火設備≦60分

2,050,000円
遮煙試験

圧迫荷重試験
開閉力試験など

遮炎・遮熱試験
＋

評価料金
(遮炎・遮熱・遮煙等)

注)試験料金は別途発生

防火設備(遮炎)の性能評価(最新情報2)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

大臣認定数(国交省HP公開データーより)

2025年(令和7年)3月現在の防火設備の認定数
特定防火設備(EA)：500件以上
防火設備(EB)：3400件以上

・過去5年間の大臣認定数(試験あり・試験なし)

・試験なし案件の受託件数増加

・2024年度は省令料金改定に伴う駆け込み需要あり
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防火設備の性能評価(最新情報3)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

注視項目

■問い合わせの多い事例(1)

防火設備の性能評価(最新情報3)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

問い合わせ内容

性能が向上する変更であっても指定性能評価
機関における性能評価を受ける必要がある。

認定仕様から外れる=大臣認定不適合

■認定書に添付される資料

どこまでが容認されるのか?

15
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防火設備の性能評価(最新情報3)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

ルールの変更は変更されていない

新たな試験を要しない性能評価「試験なし評価」が必要か?

可 否

評価機関では「試験なし評価」の対応の可否

判断は特定行政庁・確認審査機関など

新規の性能評価試験「試験なし評価」

防火設備(遮炎)の性能評価(最新情報4)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

躯体と枠材の固定方法について

溶接工法(従来工法)

■問い合わせの多い事例(2)

火無し工法・無火気工法・非溶接工法を評価に盛り込みたい!!

火無し工法・無火気工法・非溶接工法とは??

17
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防火設備(遮炎)の性能評価(最新情報4)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

火無し工法

無火気工法

非溶接工法等

溶接工法(従来の工法)

溶接固定留付材固定

上枠

アンカー

鉄骨下地等 鉄骨下地等

アンカー

上枠

連結材 連結材

火無し工法・無火気工法・非溶接工法の一例

防火設備の性能評価(最新情報4)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

火無し工法・無火気工法・非溶接工法のデーター数が少ない

溶接工法は数多くの実績あり

新規案件で火無し工法等で試験・評価を実施

新たに試験を要しない性能評価
についてご相談ください。

固定方法・材質・ピッチなどの精査が必要

防火性能上不利と判断

既認定仕様の整備を要望の場合

19
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防火設備の性能評価(最新情報5)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

耐熱強化ガラスの取り扱いについて(検討事項)

JIS R 3223 耐熱強化ガラス

ガラスの製造会社名、商品名により限定

耐熱強化ガラス

現在の評価内容

製造会社名、商品名の限定を無くせないか?

現在2社がJISを取得済み

検討が進められている

防火設備の性能評価(最新情報5)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

耐熱強化ガラスの取り扱いについて(検討事項)

JIS R 3223 耐熱強化ガラスの製品に限る

申請値 ガラスエッジ強度●●(±●)MPa以上

ガラスエッジ強度を規定する

耐熱強化ガラス

実測値●●MPa

製造会社名、商品名の記載を不要とする
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All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

防火設備(遮煙)の性能評価(最新情報6)
作動性能の取り扱いについて

作動性能について、認定書別添の注意事項に記載。

・対象となる防火設備
防火戸、シャッター(鋼製、スクリーン等)

記載内容：

本構造については、設置現場において設置後に、当該防
火設備の設置者の責任のもと作動確認を行うこと

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

防火設備(遮煙)の性能評価(最新情報7)

鉛直横引シャッターの閉鎖時間の取り扱いについて

閉鎖時間について、認定書別添の注意事項に記載。

・対象となる防火設備
鉛直横引シャッター

記載内容：

当該シャッターの閉鎖時間は、当該シャッターが区画する
室において、煙が当該シャッター開口部の上端に達する室
煙降下時間を超えないものとする。

23
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防火設備の性能評価(基本運用1)
主構成材料の試験体選定について

枠材(上枠、たて枠、下枠)

框材(上框、たて框、下框)

スラット・ガイドレール等

項目名

厚さ・見付・見込・

枠材の断面強度

補強材・力骨等

判断基準

厚さ・形状・間隔等

最小・最弱

注)湿式枠専用の場合、例外あり

注)表中又は図中で明記

最小・最弱

間隔最大

選定理由

防火設備の性能評価(基本運用1)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

主構成材料の試験体選定について

項目名

《耐熱板ガラス品質規格》

判断基準

厚さ最小
ガラス

ガラスの仕様限定・厚さ

・ガラスの掛かり代等

注)性能協火防設第1号及び5～8号の適応品は、ガラスのバリエーションを容認する

(a)低膨張防火ガラス

(b)耐熱強化ガラス

(c)耐熱結晶化ガラス

(d)耐熱合わせガラス

(e)化学強化ガラス

(f)網入板ガラス

《個別認定》

＋

選定理由

大きさ最大

25
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防火設備の性能評価(基本運用1)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

主構成材料の試験体選定について

項目名

扉の芯材

(不燃材料)
材質の選定・厚さ・密度 最小

材質の限定(検討要)

厚さ及び密度は可燃物
として選定する必要

厚さ最小

注)ロックウールやグラスウール等

可燃物最大
注)熱可塑性樹脂又は熱硬化性樹脂により判断が異なる

厚さ最小及び大

判断基準 選定理由

扉の芯材

(可燃材料)

防火設備の性能評価(基本運用1)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

主構成材料の試験体選定について

項目

熱膨張材
材質の限定・密度・厚さ・

幅・長さ・組成・使用箇所
最小

黒鉛含有塩化ビニル系樹脂
黒鉛含有エポキシ系樹脂
黒鉛含有ブチルゴム系樹脂

《種類の一例》

上枠遮炎材

■膨張により遮熱、隙間閉塞の効果

判断基準 選定理由

27
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防火設備の性能評価(基本運用2)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

副構成材料の試験体選定について

項目

樹脂製又はゴム製部品

■可燃物が増え、発炎の危険性が増す

試験体仕様よりも、着火温度、酸素指数、難燃性などの防火性能が優

位な材料であることが工学的に示すことができれば、追加は可能。

着火温度・酸素指数・難
燃性による優劣、寸法、
質量等

防火上弱い

判断基準 選定理由

可燃物最大

防火設備の性能評価(基本運用2)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

副構成材料の試験体選定について 試験なし評価で△△系樹脂追加

試験で実施した寸法が特定
されている

試験で実施した質量が特定
されている

試験で実施した寸法・質量
が未確認となっている

29
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防火設備の性能評価(基本運用2)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

副構成材料の試験体選定について

試験なし評価で△△系樹脂追加

1)追加する根拠
2)申請された寸法
又は質量以下

試験なし評価の対応が可能

1)追加する根拠
2)試験で実施した寸法・質
量が未確認となっている

試験なし評価の対応が困難

過去に用いられた試験体仕様の証明

試験体の記録が重要

試験体仕様に寸法又
は質量の記載

防火設備の性能評価(基本運用3)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

ガラス用フイルムについて

・可燃物(樹脂フィルム)であり、非加熱側に貼付する場合、発
炎の原因となる可能性

・可燃物(樹脂フィルム)の場合、貼付面が加熱側であれば、試
験結果に殆ど影響しない

・フィルムの仕様に応じて、貼った方がガラスの破損防止など
の面で有利となる可能性

・可燃物(樹脂フィルム)でも、フィルムの厚さ、施工条件に
よって火災時の現象が異なる可能性(防犯用フィルム)
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防火設備の性能評価(基本運用3)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

ガラス用フイルムについて(可燃性フィルムの場合)

・フィルム厚さ(50μm以下)の場合
「あり仕様」で試験、「なし仕様」を包含

・フィルム厚さ(325μm～375μm)の場合
「なし仕様」で試験、「あり仕様」を包含
フィルムの仕様は実験で確認された仕様限定
(性能協 火 防設 第2号)

・フィルム厚さ(50μm～325μm)の場合
試験実施の状況により判断・評価
(ただし、過去の実績がある場合は要検討)

確定

確定

要検討

(試験で実施)

(試験で実施)

(評価内容の検討)

(試験は不要)

(ルール化済み)

All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

防火設備の性能評価(まとめ)

①防火設備の歴史的経緯について

②最新情報について
(遮熱扉等、認定数、注意喚起資料、問い合わせの事例)

③基本運用について

不明事項等が御座いましたら、防火設備
担当にご相談ください。
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All Rights Reserved. Copyright (c) Japan Testing Center for Construction Materials(JTCCM).

防火設備の性能評価に関する問合せ先
◎問合せ先：

一般財団法人建材試験センター

性能評価本部 性能評定課

〒340-0003 埼玉県草加市稲荷5丁目21番20号

中央試験所内

TEL： 048-935-9001 FAX： 048-931-8324

◎案件担当者：

柴澤 徳朗

南 知宏

牧田 智明
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